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矯正 教育 にお ける 「規範」

一一SST 指導場面 で の 葛藤状況 を め ぐ っ て
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仲野 由佳理 （日本映画大学 ・非常勤講 師）

1 ．問題設定

　本報告の 目的は 、少年院に お け る SST指導場面

に現れ る葛藤状況か ら、矯正教育の お ける 「規範」

と更生の 関係を明らか にする こ とで ある。

2014年 6 月 4 日、改正少年院法及 び少年鑑 別所

法が成立 した。こ の 改正少年院法は、矯正 教育の

目的を 「矯正 教育は、在院者の 犯罪的傾向を矯正

し、並び に在院者に対 し 、 健全 な心身を培わせ 、

社会生活 に適応す るの に必要 な知識及び能力を

習得させ る こ と」 （改正少年院法第二 三 条
一

項）

と規定 して お り、
「犯罪 的傾向を矯 正 」 する と同

時 に 、「健全 な心身を培わせ 」 る こ とに よっ て、

在院者の 改善更生 と 円滑な社会復帰を は か る、そ

れ が主た る目的で ある （同法第
一
条）こ とが見て

とれ る 。

　矯正 教育は 、限られた期間におい て 、これ らの

達成を期待され るが、「犯罪的傾向を矯正 する」

こ とと 腱 全 な心身を培わせ 」 る こ とは、そ の 最

終的な目標 を 「在院者の 改善更生」 と 「円滑な社

会復帰」に設定 した場合、両立可能なの だ ろ うか 。

少年 の 入院以前の 社会生活は 、 様々 な 「問題」 を

は らん だもの で あ り、出院後、少年の 多くは、そ

うした 「問題 をは らんだ社会生活」 の 場に 、再び

帰住 す る。そ こ で直面す る危機場面 （トラブ ル に

っ なが る可能性の ある対応 の難しい場面）に対 し

て 、
「健全な」方法だけで対応策を考えれ ば、少

年に対 して 「難易度の高い対応」 を求める こ とに

なりか ねない。

　矯正 教育が
、 現実的な水準 に お い て 「少年 の 変

容」を め ざすな らば、矯正教育が内在する 「規範」

（＝望ま し さ）は、何に よ っ て規定され る の だ ろ

うか。本報告で は、具体的な指導場面に着 目しつ

っ 、そ こ で生 じる
“

葛藤
”

と、矯正教育に おける

「規範」 の構造 に つ い て検討 し て い きた い 。

2 ．SST へ の 着 目

　少年院におけ る SST （Social　Skills　Training）

は、2000年以降、少年矯正 の領域に急速に 広 ま り、

主に出院準備期に 実践され て い る （現在は 、 施設

ごとに柔軟に実施 してい る）。 矯 正教育における

SSTは 、 出院後 に想定され る 「危機場面」 へ の対

応能力を育成す る こ とを 目的として導入 された

（伊藤ほ か 2012）。 少年達 の 「社会性」 （社会に お

け る 言動や考え方 ）を素材 と し、少年それぞれに

共有可能なテ
ー

マ を取 り上 げる。本来、こ うした

「社会 陛」 は、悪風感染 を防 止 す るとい う観点か

ら、少年院内に 「持ち込むべ きで はない もの 」 と

され る。それを、限定的に 「解除」 し、「社会陛」

を取 り込む こ とで具体的な場面 の 設 定を可能と

し、実践に活用す る。 そ の 意味 で 、 少年 の 社会で

の 動 向や こ れ か ら直面す る困難に対 して の 考え

方が、もっ ともよく表れ る。

　
一

方 で 、「少年院在院中」 とい う意識は 、少年

達に 「規範的な対応」 を模索する 雰囲気を醸成す

る 。 それゆえ、SST の 場 は、少年院在院中に培わ

れた 「規範意識」 と、少年が帰住す る （様 々 な問

題を は らん だ） 「現実」 との 問で 、 実際に どの よ

うな選択が妥当であるの か をめ ぐっ て 、職員 ・少

年の葛藤が現れる場面で もある 。 上記の 理 由か ら、

本報告で は、以下で説明す る 3 っ の 男女少年院に

おける SST 参与観察 の データ と、職員及 び少年に

対する イ ン タ ビ ュ
ー調査 の 結果 を用 い た分析を

試みる。

3　調査の概要

本調査 は、「矯正教育にお ける教育研究会」 （研
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究会代表 ・日本大学教授広 田照幸）の 調査の
一

環

として 実施 された 。 2009年夏に A 男子少年院に お

ける SST参与観察 （長期処遇 ： 中間期 ・出院準備

期の少年を対象）及び教官 1名 ・指導者 1名 ・受

講少年 11名 へ の イ ン タ ビ ュ
ー

調査、B女子少年院

に お ける SST参与観察 （長期処遇 ： 出院準備期の

少年 を対象）及び指導者 1名 ・受講少年 6名 へ の

イン タビ ュ
ー、2013年に継続的に C 女子少年院に

おける SST参与観察 （短期処遇及び長期処遇 ： 全

少年対象）及び指導者 2名 へ のイン タビ ュ
ー調査、

の 3 つ である 。 なお 、 デー
タ取得の 方法、データ

の 取 り扱い ・公開に 関するル ール につ い ては、上

記研究会と調査対象 とな っ た施設との 間で 取 り

交わ した 「ガイ ドラ イ ン 」 に則る。

4 ．分析

4 ． 1　 危機場面 へ の 対応をめ ぐる
“

葛藤
”

　矯正 教育にお ける、ある種の葛藤とは、例えば

次の よ うな場面で ある。【事例 11 は、「遊ん でい

て 自分だけが先に帰る」 ときの対応をテー
マ と し

た SSTを行っ た時の もの である 。
ロ
ー

ル プ レ イ を

行 っ た少年が ス ム ーズ には立 ち去れなか っ た こ

と に つ い て 、別 の 少年 か ら 「ち ょ っ と嘘を っ く」

とい う対処法が提案された 。 また、【事例 2 】は、

「か つ て 交流の あっ た先輩か らの 誘い を断る」 と

い う設定の ロ
ー

ル プ レ イを行 っ た場面で ある。ロ

ール プ レイを行 っ た少年は 「自分は変わ っ た 」（非

行 には関わ らない 〉とい うこ とを正直に伝えるか

迷 っ てい たが、別 の 少年 か ら、相手が男性 な らば、

正直に伝える こ とは、か え っ て対応を難 し くする

の で は と指摘があっ た。それ に対 し、少年 は 「嘘

つ い て い い んで すか ？ 」 と指導者に問 うた。

　こ うした少年た ちの 「とま どい 」に対 して 、
C

女子少年院の指導者 らは 、極力 「嘘」を回避 して 、

「正 直で ある こ と」 の 重要性 に触れ つ つ 、「本当

の こ とを述べ る こ とで新たな トラブル に巻き込

まれ る可能性」 （例えば、相手 が逆上 して暴力 を

ふ る う、在院経験が露見 して就労 ・就学 にお い て

困難に直面するな ど）を指摘する。それゆえ、「本

当の こ とを言わな い 」 （＝ 「嘘 をつ く」）とい う行

為が 、 最終的に どの ような価値に結び っ い た うえ

で の 選択なの か を考える こ とが重要で あるとい

う。

4 ． 2　危機回避 手段 と して の 「嘘 」

　
一

方 、少年たち に とっ て も 「嘘をつ く」 とい う

行為は、葛藤を引き起 こす。少年 へ の イ ン タ ビ ュ

ーで は 、SSTで の ロ ール プ レイ を振 り返 りながら、

具体的な場面が指摘 された。例えば、寝坊をし て

しま い 職場 に遅刻の連絡をする際、「寝坊をした」

とい う事実をい うか、異なる理 由を述べ るか。少

年院在院期間の不在を問われた場合、正直に 「少

年院にい た 」 と言 うか 、異なる理 由を述 べ るか 。

街 中で 、 以前の 不良仲間か ら遊び に誘われた際、

正 直に 「も うつ き合わ ない 」 とは っ き りい うか、

は っ き りとは 断らずに そ の 場をや りすごすか
、 で

あ る。「正直に言 う」 とい う対処法を選択する こ

とは、「相手に信用 して もら う」 「嘘をつ くの は い

や 」 とい っ た価値的に重要で あると認識 され て お

り、い わば 「価値合理的」 な選択で ある。
一

方、

正直に事実を述べ る こ とで、よ り難 しくな る事態

に対応で きるか ど うか、とい う困難を緩和するた

め に、あるい は、正 直 で ある こ とによ っ て 生 じ る

危機か ら自分を守る こ とも必要で ある。「円滑な

社会復帰」 を具体的な目的に 設定すれ ば 、
「本当

の こ とを言わない 」 （＝嘘をっ く）の は 、「目的合

理的」 な選択で あるともい える。

5 ．矯正 教育における 「規範」

　矯正 教育におけ る 「規範」 は、「改善更生 」 「円

滑な社会復帰」 「再非行 ・再犯防止 」 「健全な心身

を培 う」 を具体的な 目標に設定すれば、目的合理

性 と価値合理性の いずれ も内包する 。 両者は矛盾

な く共存するわ けで はなく、互 い に、目標の 達成

を脅かす危険性 をは らむ 。 それ は 、 更生 をめぐる

少年 の ニ
ーズをプ ロ グ ラ ム に 反映する こ とに よ

っ て 生 じた 「葛藤」 で もあ り、こ の 「葛藤」 こ そ

が、社会的な要請に、そ の 内容が強 く規定 される

“

矯正教育
”

にお ける、「規範」 の特徴 とい える

だろ う。
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